
お
菓
子
の
お
ま
け

カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝

』
�

典
拠
は
何
か

�

山
本

貴
恵

一
、

は
じ

め
に

カ
バ
ヤ
文
庫

１

は
岡
山
の
カ
バ
ヤ
食
品
株
式
会
社
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
お
ま
け

と
し
て
発
行
し
た
書
籍
で
あ
り
、
第
一
巻
第
一
号
『
シ
ン
デ
レ
ラ
ひ
め
』
（
昭

和
二

七
年
八

月
三

日
）
が
出
さ
れ
た
後
、
昭
和
二
九
年
の
第
一
二
巻
第
一
五
号

ま
で
に
週
刊
ペ
ー
ス
で
全
一
五
九
号

２

が
発
行
さ
れ
、
発
行
総
部
数
は
二
五
〇

〇
万
冊
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

３

。

そ
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
お
ま
け
と
し
て
人
気
を
博
し
た
カ
バ
ヤ
文
庫
の
中
の

一
冊
に
『
里
見
八
犬
伝
』
（

第
六

巻
第

二
号

、
カ
バ
ヤ
児
童

文
化

研
究

所
、

昭
和

二
八
年

四
月

４

）
が
あ
る
。

カ
バ
ヤ
文
庫
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
お
ま
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
児
童
文

学
研
究
に
お
い
て
は
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
カ
バ
ヤ
文
庫
に
関
し

て
書
か
れ
た
も
の
は
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
編
集
者
で
あ
っ
た
原
敏
の
他
、
先
行
研

究
と
し
て
は
坪
内
稔
典

５

、
岡
長
平
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
あ
る
た
め
、
先
行
研
究
の
中
で
一
つ
の
作
品
に
関
し
、
典
拠
ま
で
遡
り
研
究

し
た
も
の
は
な
い
。

近
代
に
お
け
る
『
八
犬
伝
』
受
容
史
を
解
明
す
る
に
当
た
っ
て
、
カ
バ
ヤ
文

庫
が
当
時
、
高
い
享
受
を
得
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
児
童
文
庫
『
里
見
八

犬
伝
』
を
研
究
す
る
こ
と
は
非
常
に
価
値
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
二
章
で
カ
バ
ヤ
文
庫
に
つ
い
て
及
び
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八

犬
伝
』
の
書
誌
に
つ
い
て
紹
介
を
し
、
そ
の
後
、
三
章
、
四
章
と
再
話
、
挿
絵

の
特
徴
と
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
遡
及
的
に
探
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

カ
バ
ヤ
文
庫
が
お
菓
子
の
お
ま
け
と
い
う
性
質
を
も
つ
以
上
、
カ
バ
ヤ
文
庫

の
作
者
、
画
家
た
ち
が
、
大
変
長
い
作
品
で
あ
る
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
テ

キ
ス
ト
を
時
間
と
労
力
を
か
け
て
読
み
、
独
自
に
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
及
び
画
家
に
つ
い
て
は
二
章
、
三
章
に
て
後
述
す
る
が
、

独
自
に
創
作
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
仮
説
の
元
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
た
ち
が
一
体
、
何
を

典
拠
と
し
、
執
筆
、
あ
る
い
は
描
い
た
の
か
。
さ
ら
に
そ
の
元
に
な
っ
た
典
拠

の
源
ま
で
を
遡
っ
て
い
く
こ
と
で
、
近
代
に
お
け
る
『
八
犬
伝
』
受
容
史
の
一
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端
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

さ
ら
に
四
章
で
は
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
読
者
投
稿
欄
の
内
、
『
里
見
八
犬
伝
』

の
も
の
を
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
三
〇

年
前
後
の
『
八
犬
伝
』
の
享
受
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

ろ
う
。

二
、

カ
バ

ヤ
文

庫
『

里
見

八
犬

伝
』
書

誌

カ
バ
ヤ
文
庫
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
中
に
タ
ー
ザ
ン
一
家
や
カ
バ
の
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い

て
、
こ
れ
を
集
め
る
と
一
冊
も
ら
え
た
。
本
な
ど
な
か
な
か
買
っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
こ
ろ
だ
か
ら
、
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の
大
人
気
に
な
っ
た
。

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
学
校
も
熱
を
あ
げ
た
。
な
に
し
ろ
軍
国
主
義
の
本

は
だ
め
だ
と
い
う
わ
け
で
、
戦
前
の
本
は
ほ
と
ん
ど
を
処
分
し
た
あ
と
だ

っ
た
か
ら
、
ど
こ
の
学
校
も
図
書
室
は
が
ら
空
き
で
、
学
級
ぐ
る
み
、
学

校
ぐ
る
み
で
カ
ー
ド
集
め
に
取
り
組
ん
だ

６

。

架
蔵
本
で
あ
る
カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所
の
児
童
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』（
第

六
巻
第
二
号
）
は
、
縦
一
八
．
五
セ
ン
チ
、
横
一
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
．
五
セ

ン
チ
。
Ｂ
６
版
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
。
ボ
ー
ル
紙
を
上
質
紙
で
包
み
、
表
紙
は
見

返
し
の
紙
に
よ
っ
て
針
金
で
と
じ
ら
れ
本
体
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

発
行
は
昭
和
二
八
年
四
月
七
日
。
定
価
は
一
二
〇
円
。

表
紙
は
伏
姫
と
八
房
の
絵
で
あ
り
、
本
文
の
頁
数
は
一
二
五
頁
で
あ
る
。

裏
表
紙
の
左
下
に
は
「
小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
向
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

作
品
の
内
容
は
、
伏
姫
が
役
行
者
に
出
会
う
場
面
か
ら
始
ま
り
、
八
犬
士
が

里
見
家
に
出
陣
す
る
ま
で
が
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
。

は
し
が
き
に
は
京
都
大
学
教
授
の
野
間
光
辰
の
署
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
一
部
分
を
引
用
す
る
。

皆
さ
ん
、
こ
こ
に
や
さ
し
い
現
代
の
言
葉
に
書
き
直
さ
れ
た
『
里
見
八

犬
伝
』
は
、
十
九
世
紀
の
大
小
説
家
滝
沢
馬
琴
の
原
作
で
、
全
部
で
九
輯

百
六
巻
、
世
界
で
も
数
少
い
絵
入
り
の
大
長
篇
小
説
で
す
。
勿
論
長
さ
だ

け
が
小
説
の
価
値
を
決
め
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
乱
打
続

く
室
町
時
代
、
里
見
家
の
八
勇
士
が
主
家
再
興
の
た
め
に
活
躍
す
る
と
い

う
、
波
瀾
曲
折
に
富
ん
だ
物
語
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
そ
の
規
模
の
大
き

さ
文
章
の
麗
し
さ
、
た
し
か
に
我
国
の
小
説
の
代
表
的
名
作
と
い
っ
て
も

決
し
て
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

坪
内
に
よ
る
と
、
こ
の
は
し
が
き
に
つ
い
て
編
集
者
の
原
敏
は
「
大
半
は
署

名
を
も
ら
う
の
み
で
、
本
文
は
自
分
た
ち
で
用
意
し
て
目
を
通
し
て
も
ら
っ
た

も
の
だ

７

」
と
語
っ
た
と
い
う
。

『
里
見
八
犬
伝
』
巻
末
の
「
あ
と
が
き
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
目
に
、
し
み
い
る
よ
う
に
美
し
く
映
え
る
色
と
り
ど
り
の
花
も
、
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み
ど
り
濃
い
木
々
の
茂
み
も
、
自
然
の
ゆ
た
か
な
恵
み
を
う
け
て
あ
ん
な

に
幸
福
そ
う
に
か
が
や
い
て
い
る
の
で
す
。
カ
バ
ヤ
の
児
童
文
庫
を
可
愛

が
っ
て
下
さ
る
皆
さ
ん
も
、
き
っ
と
ほ
お
は
ば
ら
色
に
か
が
や
い
て
、
目

は
星
の
よ
う
に
き
ら
め
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。
世
界
の
す
ぐ
れ
た
お
話
は
、

皆
さ
ん
の
心
に
ゆ
た
か
な
恵
み
の
光
を
ふ
り
そ
そ
い
で
く
れ
る
で
し
ょ

う
か
ら

�
。

「
皆
さ
ん
」
か
ら
始
ま
る
文
章
の
書
き
方
か
ら
「
は
し
が
き
」
と
「
あ
と
が
き
」

と
で
は
ど
こ
と
な
く
似
た
印
象
を
受
け
る

８

。

そ
れ
以
外
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
坪
内
に
よ
る
と
、「
書

目
の
選
定
、
題
名
の
決
定
な
ど
は
、
こ
の
文
庫
の
企
画
者
で
あ
り
推
進
者
で
も

あ
っ
た
原
敏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
作
品
の
書
き
直
し
（
リ
ラ
イ
ト
）
は
、

京
都
の
大
学
院
生
や
高
校
教
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

９

。
」
ら
し
い
。

さ
ら
に
原
敏
は
作
品
の
執
筆
者
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

編
集
部
で
希
望
を
募
り
、
「
そ
の
中
か
ら
小
学
校
の
女
性
教
員
を
中
心
に
し

た
「
童
話
愛
好
グ
ル
ー
プ
」
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
シ
ナ
リ
オ
研
究
の
集
ま
り
、
そ

の
ほ
か
数
名
の
単
独
の
依
頼
者
を
決
め
」
た
と
い
う

１

０

。

雇
用
条
件
と
し
て
、
「
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
〇
〇
枚
で
一
本
と
し
て

執
筆
料
二
万
円
。
」
、
「
但
し
、
「
作
」
の
「
画
」
も
あ
く
ま
で
無
名
。
「
カ
バ
ヤ

児
童
文
化
研
究
所
編
集
部
」
に
す
べ
て
帰
属
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
」
そ
う
で

あ
る

１

１

。

原
は
カ
バ
ヤ
文
庫
制
作
に
際
し
、
製
作
費
の
削
減
の
た
め
、「
世
界
の
名
作
、

つ
ま
り
著
作
権
の
切
れ
た
も
の
を
使
う
と
い
う
こ
と
。
」
に
し
、
「
そ
れ
も
、
す

で
に
出
て
い
る
も
の
を
焼
き
直
し
た
り
、
リ
ラ
イ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
原
作

の
持
ち
味
を
壊
さ
ず
に
執
筆
者
の
自
由
な
書
き
方
に
任
せ
よ
う
」
と
の
思
い
だ

っ
た
と
い
う

１

２

。

し
か
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
作
者
た
ち
が
『
八
犬
伝
』
の
原
作
を
読
む
こ
と
は
お

ろ
か
、
同
時
代
の
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
自
分
な
り
に
児
童
向
け
の
作
品
と
し
て

再
話
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

坪
内
が
「
そ
の
際
、
参
考
に
し
た
本
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
は

何
だ
っ
た
か

１

３

。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
既
に
児
童
向
け
に
出
さ
れ
て
い

る
作
品
を
参
考
に
し
て
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
も
児
童
向
け
の
全
集
と

し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
あ
ろ
う
。

『
里
見
八
犬
伝
』
は
大
変
な
長
篇
で
あ
り
、
ま
と
め
る
だ
け
で
も
大
変
な
労

力
を
伴
う
。
さ
ら
に
児
童
向
け
に
再
話
す
る
と
な
る
と
、
さ
ら
な
る
手
間
が
か

か
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
作
者
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
大
変
な
労

力
を
注
ぐ
こ
と
は
想
像
し
難
い
。

三
、

再
話

の
典

拠

カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
た
ち
が
既
に
出
て
い
る
児
童
向
け
の
全
集
を
参
考
に

し
た
と
考
え
た
場
合
、
ま
ず
想
定
さ
れ
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

坪
内
は
「
昭
和
二
十
五
年
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
『
宝

島
』
か
ら
は
じ
ま

っ
た
「

岩
波

少
年
文
庫
」
、
あ
る
い
は
同
年
に
『
あ
あ
無

情
』
か
ら
ス

タ
ー
ト

し
た

講
談

社
の
「
世
界
名
作
童
話
全
集
」
な
ど
で
あ
ろ
う
か

１

４

。
」
と
述
べ
て

い
る
。
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岡
長
平
に
よ
れ
ば
、
カ
バ
ヤ
文
庫
と
講
談
社
の
「
世
界
名
作
全
集
」
（
昭
和

二
五
～
三
七
年
、
全
一
八
〇
巻
）、
偕
成
社
の
「
世
界
名
作
文
庫
」 （
昭
和
二
五
～

三
一
年
、
全
一
四
〇
巻
）
の
「
三
者
を
比
較
す
る
」
と
、「
共
通
す
る
作
品
は
約

四
十
点
に
及
ぶ
」
と
い
う

１

５

。

そ
れ
ぞ
れ
の
全
集
の
『
里
見
八
犬
伝
』
は
と
言
え
ば
、
「
岩
波
少
年
文
庫
」

に
『
里
見
八
犬
伝
』
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
得
な
い

１

６

。
講
談
社
の
「
世

界
名
作
全
集
」
は
山
手
樹
一
郎
『
八
犬
伝
物
語
』
（
世
界
名
作
全
集

（５０）、
講
談

社
、
昭
和
二
九
年
一
二
月
）
が
あ
り
、
偕
成
社
の
「
世
界
名
作
文
庫
」
に
も
加

藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』 （
世
界
名
作
文
庫
、
偕
成
社
、
昭
和
二
六
年
一
一
月

１

７

）

が
あ
る
。

講
談
社
版
の
山
手
樹
一
郎
『
八
犬
伝
物
語
』
は
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』

（
昭
和
二
八
年
四
月
）
よ
り
も
後
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
参
考
に
す
る

の
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
作
者
に

と
っ
て
、
偕
成
社
の
加
藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』
は
そ
の
当
時
の
最
新
の
児
童

全
集
で
あ
り
、
時
期
が
近
い
だ
け
に
入
手
も
し
や
す
く
、
こ
の
本
を
参
考
に
し

た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
実
際
に
中
身
を
見
て
み
る
と
、
参
考
に
し
た
と

し
か
思
え
な
い
ほ
ど
の
共
通
点
が
あ
る
。

カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
見
出
し
題
と
加
藤
武
雄
の
『
里
見
八
犬
傳
』

の
目
次
を
比
較
す
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

※
（

）
内
の
数
字
は
始
ま
り
の
頁
数
を
表
す
。

共
通
す
る
部
分
は
、
傍
線
を
付
し
た
。

加
藤
武
雄
『

里
見

八
犬
傳

』
目
次

カ
バ
ヤ
文

庫
『
里

見
八
犬

伝
』
見

出
し
語

龍
と
鯉
（
一
四
）

金
碗
八
郎
と
毒
婦
玉
梓
（
一
九
）

豪
犬
八
房
（
二
九
）

伏
姫
の
死
（
三
七
）

伏
姫
の
死
（
四
）

宝
刀
村
雨
丸
（
四
五
）

名
刀
村
雨
丸
（
一
八
）

孝
子
犬
塚
信
乃
（
五
一
）

牡
丹
の
花
の
痣
（
二
四
）

犬
川
荘
助
の
生
立
（
六
一
）

悪
党
蟇
六
（
六
六
）

悪
党
蟇
六
（
三
〇
）

す
り
か
え
た
村
雨
丸
（
七
三
）

浜
路
の
死
（
七
九
）

浜
路
の
死
（
三
七
）

決
戦
芳
流
閣
（
九
一
）

決
戦
芳
流
閣
（
四
六
）

犬
田
小
文
吾
（
九
八
）

房
八
の
義
侠
（
一
一
一
）

房
八
の
義
侠
（
五
八
）

神
か
く
し
（
一
一
九
）

額
蔵
危
う
し
（
一
二
六
）

額
蔵
危
し
（
六
六
）

戸
田
川
の
義
人
（
一
三
三
）

道
節
謀
ら
る
（
一
四
一
）

道
節
謀
ら
る
（
七
二
）

荒
芽
山
の
決
闘
（
一
四
九
）

悪
婦
船
虫
（
一
五
五
）

悪
婦
船
虫
（
八
一
）

女
田
楽
且
開
野
（
一
六
四
）

女
田
楽
旦
開
野
（
八
八
）

庚
申
山
の
怪
猫
（
一
七
四
）

庚
申
山
の
怪
猫
（
九
二
）
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怪
猫
た
お
れ
る
（
一
八
一
）

怪
猫
た
お
れ
る
（
九
七
）

木
工
作
の
娘
（
一
八
八
）

僞
代
官
の
奇
智
（
一
九
五
）

小
文
吾
猛
牛
と
戦
う
（
二
〇
七
）

小
文
吾
、
荘
助
の
危
難
（
二
一
四
）

囚
わ
れ
の
二
犬
士
（
二
二
二
）

伏
姫
の
加
護
か
（
二
二
八
）

卜
師
物
四
郎
（
二
三
二
）

占
師
物
四
郎
（
一
〇
三
）

毒
婦
船
虫
の
最
後
（
二
三
九
）

鈴
ガ
森
の
合
戦
（
二
四
〇
）

鈴
ガ
森
の
合
戦
（
一
〇
八
）

忠
臣
河
鯉
守
如
（
二
四
五
）

怪
傑
蟇
田
素
藤
（
二
五
一
）

怪
傑
蟇
田
素
藤
（
一
一
三
）

八
百
比
丘
尼
妙
椿
（
二
五
六
）

犬
江
親
兵
衛
仁
の
出
現
（
二
五
九
）

少
年
將
軍
（
二
六
三
）

少
年
将
軍
（
一
一
八
）

化
け
狸
（
二
七
〇
）

不
思
議
な
で
き
ご
と
（
二
七
四
）

政
木
狐
（
二
七
九
）

八
犬
士
の
出
陣
（
一
二
二
）

カ
バ
ヤ
文
庫
の
見
出
し
の
語
の
総
数
は
一
八
あ
り
、
そ
の
内
の
一
六
が
加
藤

武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』
の
目
次
と
重
な
る
。

さ
ら
に
本
編
の
最
終
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、
順
に
引
用
す
る
。

加
藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』

さ
て
、
八
犬
士
は
、
各
従
六
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
、

犬
江
親
兵
衛
仁
は
兵
衛
尉
に
、

犬
阪
毛
野
胤
知
は
下
野
介
に
、

犬
塚
信
乃
戌
孝
は
信
濃
介
に
、

犬
川
荘
助
義
任
は
長
俠
荘
介
に
、

犬
山
道
節
忠
与
は
帯
刀
先
生
に
、

犬
村
大
角
礼
儀
は
大
学
頭
に
、

犬
飼
現
八
信
道
は
兵
衛
佐
に
、

犬
田
小
文
吾
悌
順
は
豊
後
介
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
八
犬
士
は
、
里
見
安
房
守
義
成
の
下
に
、
各
々
上
太
夫
に
任

ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
お
の
く
一
万
貫
の
領
地
を
与
え
ら
れ
て
、
城
主
と
な
つ

た
。
上
太
夫
と
い
う
の
は
、
家
老
の
上
席
で
、
重
家
老
と
も
い
う
べ
き
役

目
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
犬
士
は
里
見
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

犬
塚
信
乃
が
第
五
の
姫
浜
路
姫
、
犬
村
大
角
が
第
三
の
姫
鄙
木
姫
を
妻
と

し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
お
わ
り
）
（

二
九
三
）
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カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』

さ
て
、
八
犬
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
従
五
位
下
の
位
を
も
ら
っ
て
、

犬
江
親
兵
衛
仁
は
兵
衛
尉
に
、

犬
阪
毛
野
胤
智
は
下
野
介
に
、

犬
塚
信
乃
戌
孝
は
信
濃
介
に
、

犬
川
荘
助
義
任
は
長
狭
介
に
、

犬
山
道
節
忠
与
は
帯
刀
先
生
に
、

犬
村
大
角
礼
儀
は
大
学
頭
に
、

犬
飼
現
八
信
道
は
兵
衛
佐
に
、

犬
田
小
文
吾
悌
順
は
豊
後
介
に
と
任
ぜ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
八
犬
士
は
、
里
見
安
房
守
義
成
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
上
太

夫
の
位
を
も
ら
い
、
ま
た
お
の
お
の
、
領
地
を
与
え
ら
れ
て
、
城
主
と
な

っ
た
。
上
太
夫
と
い
う
の
は
、
家
老
よ
り
上
席
で
、
重
家
老
と
い
っ
て
よ

い
職
務
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
八
犬
士
は
、
里
見
家
の
姫
君
と
、
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
、
幸

福
な
身
の
上
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

�
お
わ
り
（

一
二
四

、
一
二
五

）

カ
バ
ヤ
文
庫
の
方
が
少
し
分
か
り
易
い
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
特
に
八
犬
士
の
身
分
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
文
章
の
書
き
方
ま
で
同
じ
で
あ
り
、
加
藤
武
雄
『
里

見
八
犬
伝
』
を
参
考
に
書
か
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

加
藤
武
雄
の
『
里
見
八
犬
傳
』
の
本
編
総
数
が
二
六
五
頁
。
対
し
て
カ
バ
ヤ

文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
は
一
一
八
頁
。
つ
ま
り
、
お
よ
そ
半
分
近
く
縮
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
紙
幅
の
制
約
が
あ
る
た
め
に
、
加
藤
武
雄
『
里
見
八

犬
傳
』
の
う
ち
、
個
々
の
八
犬
士
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
八
犬
士
全
員
が
集
う
ま

で
の
場
面
を
掻
い
摘
ん
で
作
成
し
た
様
子
が
伺
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
作
者
が
偕
成
社
の
加
藤

武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』
を
底
本
と
し
て
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。加
藤
武
雄
は
『
里
見
八
犬
傳
』
の
巻
末
、
「
八
犬
傳
を
讀
む
人
に
」
の
初
め

の
一
文
で
、
「
馬
琴
の
文
章
の
お
も
し
ろ
味
は
、
原
作
を
読
ま
な
い
と
わ
か
ら

な
い
。
」
（
二
九

四
）
と
述
べ
た
上
で
、
原
作
の
一
節
（
芳
流
閣
上
の
場
面
）
を

引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
一
文
に
は
「
み
な
さ
ん
も
、
大
人
に
な
つ
た

ら
ぜ
ひ
、
馬
琴
の
原
作
を
ご
一
読
な
さ
い
と
、
私
は
、
心
か
ら
そ
れ
を
お
す
ゝ

め
す
る
。
」
（
三
〇

五
）
と
結
ん
で
お
り
、
原
作
の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
て
読
む

こ
と
を
薦
め
て
い
る
。

途
中
で
は
、
「
馬
琴
の
え
ら
い
と
こ
ろ
は
、
文
章
よ
り
も
し
く
み
に
あ
る
。
」

（
二
九
五
）
と
述
べ
た
上
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

あ
の
玉
で
も
、
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
手
に
入
つ
た
か
、
ま
た
痣
は
ど
う

し
て
で
き
た
か
、
ち
や
ん
と
そ
の
由
来
を
書
い
て
、
い
ゝ
か
げ
ん
に
ご
ま

か
し
た
と
こ
ろ
は
一
つ
も
な
い
。
�
私
の
書
き
ち
ゞ
め
た
こ
の
本
で
は
、

い
く
つ
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、
み
じ
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か
く
す
る
た
め
に
、
略
し
た
か
ら
で
、
馬
琴
の
原
作
に
は
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
は
ち
つ
と
も
な
い
。
（
二
九

五
、
二
九

六
）

加
藤
武
雄
は
児
童
向
け
『
里
見
八
犬
傳
』
を
書
く
以
前
に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

で
あ
る
『
八
犬
傳
物
語
』 （

新
潮

社
、
昭
和

一
二
年
十
月

）
を
書
い
て
い
る
か
ら
、

確
か
に
原
作
を
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

加
藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』
は
、
自
作
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
『
八
犬
傳

物
語
』
を
元
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
は
原
作
を

読
ん
だ
上
で
書
か
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
よ
く
似
て
い
る
偕
成
社
版
『
里
見
八
犬
傳
』
と
カ
バ
ヤ

文
庫
の
『
里
見
八
犬
伝
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
相
違
が
あ
る
箇
所
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
古
那
屋
で
破
傷
風
に
か
か
っ
た
信
乃
が
後
の
八
犬
士
の
一
人
で
あ

る
親
兵
衛
の
両
親
、
房
八
と
沼
藺
夫
婦
の
法
螺
貝
に
の
せ
ら
れ
た
生
き
血
を
傷

口
に
注
が
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
事
に
生
還
す
る
場
面
、
若
い
男
女
の
生
き
血

を
傷
口
に
注
ぐ
と
い
う
民
間
療
法
が
行
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
（
原
作
だ
と
、

第
四
輯
巻
之
四
の
第
三
七
回
「
病
客
薬
を
辞
し
て
齢
を
延
ぶ

俠
者
身
を
殺
し

て
仁
を
得
た
り
」
）

加
藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』
で
は
こ
の
場
面
は
そ
の
通
り
忠
実
に
描
か
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
カ
バ
ヤ
文
庫
で
は
民
間
療
法
は
行
わ
れ
ず
、
破
傷
風
の
薬
を

買
い
に
行
っ
た
現
八
が
戻
っ
て
き
て
、
そ
の
薬
を
飲
む
と
い
う
設
定
に
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
『
里
見
八
犬
傳
』
そ
の
ま
ま
に
創
作
し

て
き
て
、
こ
こ
だ
け
カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
と
は
考
え
に
く

く
、
同
じ
設
定
の
作
品
が
他
に
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

同
じ
箇
所
が
あ
る
も
の
が
何
か
あ
る
か
と
い
う
と
、
高
垣
眸
『
里
見
八
犬
傳
』

上
巻
（

日
本

名
作
物

語
、
講
談
社

、
昭
和

一
六
年

九
月

）
が
あ
る
。
高
垣
眸
『
里

見
八
犬
傳
』
上
巻
も
、
現
八
が
戻
っ
て
き
て
信
乃
が
破
傷
風
の
薬
を
飲
み
生
還

す
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
カ
バ

ヤ
文
庫
以
前
に
発
行
さ
れ
た
児
童
向
け
『
八
犬
伝
』
で
は
、
管
見
に
及
ん
だ
限

り

１

８

、
高
垣
眸
『
里
見
八
犬
傳
』
上
巻
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
ど
う
や
ら
カ

バ
ヤ
文
庫
の
作
者
は
高
垣
眸
『
里
見
八
犬
傳
』
上
巻
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ

る
。カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
は
こ
の
二
冊
の
児
童
向
け
全
集
の
『
里
見
八
犬
伝
』
を

読
み
比
べ
た
上
で
、
高
垣
眸
『
里
見
八
犬
傳
』
上
巻
の
方
が
こ
の
場
面
に
お
い

て
は
よ
り
適
切
だ
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
作
者
は
、
加
藤
武
雄

『
里
見
八
犬
傳
』
を
大
幅
に
参
考
と
し
な
が
ら
、
一
部
、
高
垣
眸
『
里
見
八
犬

傳
』
上
巻
も
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
一
つ
疑
問
が
残
る
。

カ
バ
ヤ
文
庫
は
紙
幅
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
始
ま
り
が
「
伏
姫
と
八
房
」
か

ら
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
話
の
結
末
が
加
藤
武
雄
の
『
里
見
八
犬
傳
』

と
酷
似
し
て
い
る
が
、
話
の
冒
頭
部
分
に
関
し
て
は
始
ま
り
が
違
う
た
め
、
新

た
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
や
は
り
冒
頭
に
関
し
て
も
、
一
か
ら
創
作
す
る
と

は
考
え
に
く
い
。
何
か
こ
れ
も
既
に
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
考
に
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
見
渡
し
て
み
る
と
、
藤
川
淡
水
『
お
伽
八
犬
傳
』
（

以
文

館
、
明

治
四
五
年

一
月

１

９

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
お
伽
八
犬
傳
』
の
冒
頭
部
分
と
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
冒
頭
部
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分
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

以
下
、
順
に
引
用
す
る
。

藤
川
淡
水
『
里
見
八
犬
傳
』

今
は
む
か
し
、
五
百
年
前
、
安
房
上
總
の
國
主
、
里
見
治
部
大
夫
義
實
朝

臣
に
伏
姫
と
云
ふ
一
人
の
お
姫
様
が
あ
り
ま
し
た
。
襁
褓
の
中
か
ら
世
に

も
稀
な
、
美
し
い
お
姫
様
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
御
兩
親
は
、
掌
の
珠
よ

り
も
大
切
に
お
育
て
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
う
し
た
も
の
か
、
伏
姫
は
三

歳
に
な
つ
て
も
物
も
云
へ
ず
、
朝
か
ら
晩
ま
で
泣
き
む
つ
が
つ
て
、
御
兩

親
の
御
心
配
は
云
ふ
も
更
な
り
、
國
中
の
人
々
ま
で
も
大
層
心
を
痛
め
て

居
り
ま
し
た
。
（
一
）

カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』

今
か
ら
、
五
百
年
ほ
ど
昔
の
お
話
で
あ
る
。

安
房
の
国
（
今
の
千
葉
県
の
一
部
分
）
に
、
里
見
義
実
と
い
う
大
将
が

い
た
。
義
実
に
は
、
伏
姫
と
い
う
、
ま
こ
と
に
可
愛
ら
し
い
女
の
子
が
あ

っ
た
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
こ
の
伏
姫
は
、
三
才
に
な
っ
て
も
、
口
が

き
け
な
い
で
、
笑
う
こ
と
も
し
な
い
。
た
だ
泣
い
て
い
る
ば
か
り
で
い
る

の
で
あ
っ
た
。
（
四
）

冒
頭
部
分
が
よ
く
似
て
い
る
。
冒
頭
部
分
以
降
は
、
例
の
如
く
加
藤
武
雄
『
里

見
八
犬
伝
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
や
は
り
管
見
に
及
ん
だ
限
り
で

は
「
五
百
年
前
」
と
書
か
れ
て
い
る
児
童
向
け
の
作
品
は
藤
川
淡
水
『
里
見
八

犬
伝
』
の
み
で
あ
る
。
藤
川
淡
水
は
『
里
見
八
犬
傳
』
の
「
序
」
の
中
で
、「
殊

に
八
犬
傳
の
原
文
は
子
供
に
も
解
り
難
い
。
こ
れ
を
お
伽
風
に
書
き
つ
ゞ
つ
た

ら
、
子
供
の
讀
物
と
し
て
至
極
結
構
で
あ
ら
う
」 （
「
序

」
一
）
と
述
べ
て
お
り
、

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
「
今
は
む
か
し
、
五
百
年
前
」
と
始
ま
る
書
き
方
に
し

た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
は
、
加
藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』
を

底
本
と
し
つ
つ
、
そ
の
他
、
高
垣
眸
『
里
見
八
犬
傳
』
上
巻
、
藤
川
淡
水
『
里

見
八
犬
傳
』
も
適
宜
参
考
に
し
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

再
話
の
典
拠
に
関
す
る
調
査
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。

（
底
本
）
加
藤
武
雄
『
里
見
八
犬
傳
』

�
『
八
犬
傳
物
語
』

�
原
作

カ
バ
ヤ
文
庫
<
（
改
変
部
分
）
高
垣
眸
『
里
見
八
犬
傳
』
上
巻

（
冒
頭
部
分
）
藤
川
淡
水
『
お
伽
八
犬
傳
』

ジ
ャ
ン
ル
で
記
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

カ
バ
ヤ
文
庫

�
児
童
向
け
全
集

�
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

�
原
作
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四
、

挿
絵

の
典

拠

カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
挿
絵
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

原
敏
は
「
挿
絵
の
方
は
、
京
都
は
さ
す
が
文
化
の
都
、
イ
ラ
ス
ト
書
き
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
お
り
、
そ
れ
を
束
ね
る
も
の
が
い
て
、
表
紙
が
カ
ラ
ー
で
一
万
円
、

本
文
中
の
も
の
も
一
万
円
で
依
頼

２

０

。
」
と
語
っ
て
い
る
。

カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
挿
絵
に
原
作
の
絵
を
踏
襲
し
た
様
子
は
見

ら
れ
な
い
。
や
は
り
挿
絵
画
家
に
関
し
て
も
、
何
か
既
に
出
て
い
る
児
童
向
け

の
作
品
を
参
考
に
し
た
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
際
に
手
本
と
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

カ
バ
ヤ
文
庫
の
挿
絵
は
表
紙
、
扉
の
絵
の
他
、
本
編
の
絵
は
計
、
一
四
枚
。

挿
絵
の
箇
所
を
記
す
と
、
以
下
の
表
の
通
り
。

表
紙

伏
姫

と
八

房

扉
伏
姫

と
八

房

本
文

挿
絵

計
一
四
枚
。

見
出
し
語
の
総
数
一
八
に
対
し
、
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
一
四
枚
。
描

か
れ
て
い
る
見
出
し
語
の
内
、
「
伏
姫
と
八
房
」
以
外
は
、
見
出
し
語
１
に
対

一二三四五六七八九一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

挿
絵

六一
〇

一
七

二
三

三
四

三
九

五
〇

六
〇

七
一

七
八

八
四

九
六

一
一
〇

一
二
〇

頁
数

伏
姫

と
八

房

伏
姫

と
八

房

伏
姫

の
死

名
刀
村
雨
丸

悪
党
蟇
六

浜
路
の
死

決
戦
芳
流
閣

房
八
の
義
侠

額
蔵
危
し

道
節
謀
ら
る

悪
婦
船
虫

庚
申
山
の
怪
猫

鈴
ガ
森
の
合
戦

少
年
将
軍

見
出
し
語
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し
、
一
枚
ず
つ
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
紙
、
扉
と
も
に
伏
姫
と
八
房
の
絵
が

描
か
れ
て
お
り
、
本
編
で
も
、
「
伏
姫
と
八
房
」
で
二
箇
所
、
「
伏
姫
の
死
」
で

一
箇
所
と
、
伏
姫
の
下
り
に
挿
絵
が
多
く
割
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

カ
バ
ヤ
文
庫
の
『
里
見
八
犬
伝
』
と
何
か
関
わ
り
が
あ
り
そ
う
な
も
の
は
な

い
か
と
探
し
て
み
る
と
、
青
葉
山
人
編
、
土
屋
光
逸
画
『
八
犬
傳
伏
姫
』
（
日

本
お
伽
噺
、
網
島
書
店
、
明
治
四
四
年
九
月
）
が
あ
っ
た
。

土
屋
光
逸
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
浮
世
絵
師
、
版
画
家
で
あ
り
、
カ

バ
ヤ
文
庫
の
イ
ラ
ス
ト
書
き
が
、
プ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
る
画
家
で
あ
っ
た
な
ら
、

興
味
を
持
っ
て
み
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
は
題
名
の
如
く
伏
姫
に
つ
い
て
書
か
れ

た
話
で
あ
り
、
も
し
も
こ
れ
を
参
考
に
し
た
と
な
れ
ば
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
『
里

見
八
犬
伝
』
の
挿
絵
に
伏
姫
の
下
り
の
場
面
が
多
い
こ
と
も
腑
に
落
ち
る
。

そ
こ
で
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
（
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図

書
館
所
蔵
本

[
Ｙ
８
‐
Ｎ
０
７
‐
Ｈ
６
５
６

]
）（
図
版
Ａ
）
と
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里

見
八
犬
伝
』
（
架
蔵
本
）
（
図
版
Ｂ
〔
次
頁
所
掲
〕
）
を
対
照
し
て
比
較
し
て
み

る
と
、
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
図
版

Ａ
】
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
表
紙

（
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
蔵
）
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【
図

版
Ｂ

】
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
表
紙
（
架
蔵
本
）

表
紙
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
伏
姫
の
目
線
、
顔
つ
き
、
髪
型
、
伏
姫
の
着
物

が
似
て
い
る
。
伏
姫
の
着
物
の
色
は
ど
ち
ら
も
赤
色
で
同
じ
で
あ
り
、
八
房
の

首
輪
の
色
も
赤
で
同
じ
で
あ
る
。
八
房
の
体
の
模
様
の
色
合
い
も
似
て
い
る
。

さ
ら
に
背
景
に
は
ど
ち
ら
も
山
が
描
か
れ
て
い
る
。

次
は
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
本
文
挿
絵
一
枚
目
（
図
版
Ｃ
）
と
青

葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』（
図
版
Ｄ
〔
次
頁
所
掲
〕
）
を
対
照
し
た
も
の
で
あ

り
、
洲
の
崎
明
神
の
場
面
で
あ
る
。

こ
の
場
面
は
、
管
見
に
及
ん
だ
限
り
、
他
の
児
童
向
け
の
作
品
に
は
描
か
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
が
『
八
犬
傳
伏
姫
』
を

参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

お
付
き
の
女
性
に
連
れ
ら
れ
た
伏
姫
に
、
白
髪
の
老
人
で
あ
る
役
の
行
者
が

加
持
祈
祷
を
し
て
い
る
。

※
（

）
内
の

数
字
は
該

当
頁
を
表
す

。
以
下
同
様

。

【
図
版

Ｃ
】
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
挿
絵
一
（
六
）

－101－



【
図

版
Ｄ
】
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
（
三
）

○

最
後
は
カ
バ
ヤ
文
庫
の
挿
絵
三
枚
目
、
伏
姫
が
自
害
す
る
場
面
の
挿
絵

(
図

版
Ｅ
）
で
あ
る
が
、
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
二
枚
の
挿
絵
、
岩
室
に

い
る
伏
姫
と
八
房
（
図
版
Ｆ
・
Ｇ
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
み
た
い
。

【
図
版

Ｅ
】
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
挿
絵
三
（
一
七
）

カ
バ
ヤ
文
庫
（
図
版
Ｅ
）
の
八
房
と
『
八
犬
傳
伏
姫
』（
図
版
Ｆ
〔
次
頁
所
掲
〕
）

の
八
房
が
似
て
い
る
。
耳
の
尖
っ
た
と
こ
ろ
や
顔
型
が
よ
く
似
て
い
る
。

ま
た
、
カ
バ
ヤ
文
庫
（
図
版
Ｅ
）
と
『
八
犬
傳
伏
姫
』（
図
版
Ｇ
〔
次
頁
所
掲
〕
）

の
伏
姫
の
座
っ
て
い
る
姿
の
描
き
方
が
似
て
い
る
。
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【
図

版
Ｆ
】
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
（
二
四
）

【
図

版
Ｇ
】
同
（
三
一
）

以
上
の
こ
と
か
ら
カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
は
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の

土
屋
光
逸
の
絵
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
土
屋
光
逸
は
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
挿
絵
を
描
く
際
に
何
か
参
考
に
し

た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
探
し
て
み
る
と
、
二
点
ほ
ど
あ
っ
た
。

一
点
目
は
、
鈍
亭
魯
文
作
・
直
政
（
歌
川
直
政
）（
外
・
口
絵
）
・
一
盛
齋
芳

直
（
歌
川
芳
直
）
画
『
英
名
八
犬
士
』
全
八
編
（
伊
勢
谷
忠
兵
衛
版
元
、
安
政

二
～
三
年
）
の
う
ち
、
初
編
。

二
点
目
は
、
二
代
目
爲
永
春
水
・
鳳
簫
菴
琴
童
・
假
名
垣
魯
文
作
、
一
勇
齋

國
芳
（
歌
川
国
芳
）
・
一
恵
齋
芳
幾
（
落
合
芳
幾
）
画
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
全

三
一
編
（
丁
子
屋
平
兵
衛
／
広
岡
屋
幸
助
版
元
、
弘
化
五
（
嘉
永
元
年
）
～
慶

応
四
年
）
の
う
ち
、
第
二
編
で
あ
る
。『
英
名
八
犬
士
』
の
魯
文
は
、『
仮
名
読

八
犬
伝
』
の
作
者
の
一
人
で
も
あ
る
。

ま
ず
は
、
歌
川
直
政
画
『
英
名
八
犬
士
』
初
編
の
表
紙
（
人
間
文
化
研
究
機

構
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本

[
ナ
４
‐

６８０‐
１

]
、
※
二
次
使
用
を
禁
ず

る
）（
図
版
Ｈ
〔
次
頁
所
掲
〕
）
を
、
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
及
び
青
葉

山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
二
点
の
表
紙
（
図
版
Ａ
・
Ｂ
）
と
比
べ
て
み
て
ほ

し
い
。
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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【
図

版
Ｈ
】
鈍
亭
魯
文
『
英
名
八
犬
士
』
初
編
・
表
紙

（
人
間
文
化
研
究
機
構

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
（
図
版
Ｂ
）
、
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』

（
図
版
Ａ
）
の
表
紙
と
構
図
が
同
じ
で
あ
る
。
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』

に
至
っ
て
は
、
経
典
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
伏
姫
が
よ
く
似
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
や
は
り
左
側
に
八
房

が
ぼ
ん
や
り
と
で
は
あ
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
。
三
者
と
も
に
、
八
房
は
白
地

に
斑
が
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
原
作
の
八
房
の
顔
は
黒
色
で
あ
る
。

次
に
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
（
図
版
Ｃ
）
と
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳

伏
姫
』
（
図
版
Ｄ
）
の
州
の
崎
明
神
の
場
面
を
、
歌
川
国
芳
画
『
仮
名
読
八
犬

伝
』（
人
間
文
化
研
究
機
構

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本

[
ナ
４
‐

１０‐
１

]
、

※
二
次
使
用
を
禁
ず
る
）
の
同
場
面
（
図
版
Ｉ
）
と
比
較
し
て
み
た
い
。

【
図
版

Ｉ
】
二
代
目
爲
永
春
水
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
第
二
編

（
人
間
文
化
研
究
機
構

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
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と
り
わ
け
、
青
葉
山
人
編
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
絵
（
図
版
Ｄ
）
と
酷
似
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
洲
の
崎
明
神
の
場
面
に
限
ら
ず
、『
八
犬
傳
伏
姫
』

の
挿
絵
は
、
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
全
編
を
通
し
て
踏
襲

し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

明
治
以
降
の
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
は
と
言
う
と
、
佐
藤
至
子
に
よ
れ
ば
、「
…

明
治
期
に
は
藤
田
文
苑
堂
が
初
編
～
三
十
一
編
を
全
十
冊
に
し
て
再
摺
し
た
。

三
十
一
編
は
第
百
回
の
途
中
ま
で
を
抄
録
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
未
完
な
が
ら
、

こ
の
作
品
は
そ
れ
な
り
に
読
ま
れ
続
け
た
よ
う
で
あ
る

２

１

。
」
と
あ
り
、
『
八

犬
傳
伏
姫
』
（
明
治
四
四
年
刊
）
を
描
い
た
土
屋
光
逸
が
見
る
こ
と
は
十
分
可

能
で
あ
る
。

『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
本
文
終
わ
り
に
は
、
「

日
本

お
伽
噺
伏
姫
の
卷

（
を

わ
り

）」
と
書

か
れ
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
弾
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
『
八
犬
傳
伏
姫
』
は
お
伽
噺
で
あ
り
、
原
作
の
挿
絵
に
は
な
い
絵
を
も

描
く
必
要
が
あ
り
、
シ
リ
ー
ズ
の
予
定
で
あ
っ
た
た
め
に
、
土
屋
光
逸
は
そ
の

後
も
多
く
の
原
作
に
は
な
い
挿
絵
を
描
い
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
浮
世
絵
師
で
あ
る
土
屋
光
逸
は
、
同
じ
く
浮
世
絵
師
で
あ
る
、

歌
川
直
政
、
歌
川
国
芳
の
絵
を
参
考
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
仮
名
読
八
犬
伝
』
は
草
双
紙
で
あ
り
、
全
編
に
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
し
、
全

三
一
編
と
い
う
長
篇
だ
か
ら
、
か
な
り
の
量
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

話
を
こ
こ
で
一
度
戻
す
。
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
本
誌
は
『
仮
名
読
八
犬
伝
』

を
元
に
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、
で
は
、
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見

八
犬
伝
』
（
図
版
Ｂ
）
及
び
『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
表
紙
（
図
版
Ａ
）
の
参
考
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
鈍
亭
魯
文
『
英
名
八
犬
士
』
初
編
の
表
紙
（
図
版
Ｈ
）

は
何
を
元
に
描
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
今
度
は
探
っ
て
み
た
い
。
似
た
も
の

が
な
い
か
と
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
錦
絵
「
八
犬
伝
犬
の
草
紙
の
内

里
見

息
女
伏
姫
」
（
歌
川
國
貞
画
、
嘉
永
五
年
）
が
あ
っ
た
。

大
錦
絵
「
八
犬
伝
犬
の
草
紙
の
内

里
見
息
女
伏
姫
」
（
個
人
蔵

２

２

）
（
図

版
Ｊ
）
と
『
英
名
八
犬
士
』
初
編
の
表
紙
（
図
版
Ｈ
）
は
構
図
が
同
じ
で
あ
る
。

【
図
版

Ｊ
】

大
錦
絵
「
八
犬
伝
犬
の
草
紙
の
内

里
見
息
女
伏
姫
」

（
個
人
蔵
）

伏
姫
が
経
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
同
じ
で
あ
る
。
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土
屋
光
逸
が
こ
の
錦
絵
（
図
版
Ｊ
）
を
参
考
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は

な
い
が
、『
英
名
八
犬
士
』
表
紙
（
図
版
Ｈ
）
の
方
が
、『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
表

紙
（
図
版
Ａ
）
に
近
い
。

伏
姫
の
顔
だ
け
で
な
く
、
左
側
に
八
房
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
こ
の
大
錦

絵
（
図
版
Ｊ
）
の
伏
姫
に
は
首
に
数
珠
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
カ
バ
ヤ
（
図

版
Ｂ
）
、『
八
犬
傳
伏
姫
』（
図
版
Ａ
）
の
二
作
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、『
英
名

八
犬
士
』
（
図
版
Ｈ
）
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
英
名
八
犬
士
』
表
紙
（
図
版
Ｈ
）
は
、
大
錦
絵
「
八
犬
伝
犬
の

草
紙
の
内

里
見
息
女
伏
姫
」
（
図
版
Ｊ
）
を
参
考
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
服
部
仁
に
よ
る
と
、「
「
八
犬
伝
犬
の
草
紙
」
は
、
合
巻
『
雪
梅

芳
譚
犬
の
草
紙
』
を
も
と
に
、
そ
の
登
場
人
物
を
役
者
似
顔
の
大
首
絵
と
し
て

描
い
た
作
品
で
、
…
目
録
を
含
め
た

５１枚
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る

２

３

。
」
と
い
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
大
錦
絵
「
八
犬
伝
犬
の
草
紙
の
内

里
見
息
女
伏
姫
」
（
図

版
Ｊ
）
の
元
は
と
い
う
と
、
笠
亭
仙
果
作
・
三
代
目
歌
川
豊
国
等
画
『
雪
梅
芳

譚
犬
の
草
紙
』（
松
坂
屋
太
平
治
／
蔦
屋
吉
蔵
版
元
、
弘
化
五
（
嘉
永
元
年
）
～

明
治
一
四
年
）
全
五
六
編
で
あ
る
。

岩
田
秀
行
、
小
池
章
太
郎
「
役
者
絵
を
読
む
（
三
）
」
は
、
大
錦
絵
「
八
犬

伝
犬
の
草
紙
の
内

里
見
息
女
伏
姫
」
に
つ
い
て
、『
雪
梅
芳
譚

犬
の
草
紙
』

第
四
編
に
類
似
の
ポ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

２

４

。

『
仮
名
読
八
犬
伝
』
と
『
雪
梅
芳
譚
犬
の
草
紙
』
は
江
戸
期
を
代
表
す
る
二

大
人
気
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
草
双
紙
の
存
在
に
よ
っ
て
、
読
本
『
南

総
里
見
八
犬
伝
』
は
一
般
に
普
及
し
、
『
八
犬
伝
』
受
容
に
多
く
の
影
響
を
与

え
て
い
る

２

５

。
そ
し
て
こ
の
二
作
品
は
基
本
的
に
は
原
作
に
基
づ
い
て
描
か

れ
て
い
る
。

佐
藤
至
子
は
「
原
典
の
挿
絵
に
基
づ
き
つ
つ
、
構
図
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫

が
施
さ
れ
た
挿
絵
は
『
仮
名
読
』
に
も
『
犬
の
草
紙
』
に
も
見
ら
れ
る

２

６

。
」

と
述
べ
て
い
る
。
今
回
の
挿
絵
の
伏
姫
及
び
洲
の
崎
明
神
の
挿
絵
も
原
作
（
八

戸
市
立
図
書
館
所
蔵
本
［
南

１５‐

８６‐
（
１
‐

１０７）
］
を
参
考
に
し
て
描
か

れ
て
い
る
様
が
見
受
け
ら
れ
る
。

特
に
洲
の
崎
明
神
の
場
面
は
、
原
作
で
は
一
枚
の
絵
の
一
部
分
で
あ
る
も
の

（
図
版
Ｋ
・
Ｌ
〔
次
頁
所
掲
〕
）
を
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
で
は
一
枚
の
挿
絵
に

し
て
い
る
（
図
版
Ｉ
）
。

原
作
で
は
、
伏
姫
は
経
典
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
八
房
の
顔
は
黒
色
で
あ
る
。
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【
図

版
Ｋ
】
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
一
輯
巻
之
四
（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
）

※
原
作
で
は
、
左
上
に
洲
の
崎
明
神
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
図
版

Ｌ
】
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
一
輯
巻
之
四
（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
）
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以
上
、
挿
絵
の
典
拠
に
関
す
る
調
査
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。

（
表
紙
）
『
英
名
八
犬
士
』

�
大
錦
絵

�

�
『
雪
梅
芳
譚
犬
の
草
紙
』

�
原
作

カ
バ
ヤ
文
庫

�
『
八
犬
伝
伏
姫
』
<（
底
本
）
『
仮
名
読
八
犬
伝
』

�
原
作

簡
略
化
し
て
ジ
ャ
ン
ル
で
記
す
と
、
次
の
通
り
。

カ
バ
ヤ
文
庫

�
お
伽
噺

�
錦
絵
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

�
江
戸
期
二
大
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

�
原
作

挿
絵
は
、
江
戸
期
の
二
大
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
経
て
、
原
作
へ
と
辿
り
着
い
た
。

馬
琴
が
大
人
向
け
に
真
面
目
に
書
い
た
読
本
で
あ
る
、
『
八
犬
伝
』
が
近
代

児
童
書
へ
と
流
れ
着
く
ま
で
に
、
女
子
供
で
も
読
め
、
挿
絵
の
多
い
草
双
紙
を

通
過
し
て
い
く
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

再
話
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
考
え
得
る
一
番
一
般
的
な
流
れ
を
辿
っ
て
い
る

と
い
え
る
。
（
カ
バ
ヤ
文
庫

�
児
童
向
け
全
集

�
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

�
原
作
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
稿
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
再
話
の

内
容
、
挿
絵
か
ら
、
原
作
か
ら
近
代
児
童
書
ま
で
の
受
容
の
一
連
の
流
れ
を
知

る
、
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

五
、

読
者

欄
へ

の
投

書

本
章
で
は
、
話
を
カ
バ
ヤ
文
庫
に
戻
し
て
、
今
度
は
カ
バ
ヤ
文
庫
か
ら
垣
間

見
ら
れ
る
享
受
の
一
側
面
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。

カ
バ
ヤ
文
庫
に
は
読
者
欄
「
町
か
ら
村
か
ら
」
と
い
う
頁
が
巻
末
に
あ
り
、

読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
投
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
投
書
の

中
か
ら
、『
里
見
八
犬
伝
』
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

読
者
欄
を
調
査
す
る
に
当
た
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
い
。

読
書
欄
を
調
査
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
岡
山
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
「
カ
バ
ヤ
文
庫

２

７

」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を

対
象
と
し
た
。
尚
、
岡
山
県
立
図
書
館
に
は
、
全
て
の
カ
バ
ヤ
文
庫
が
揃
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

所
蔵
が
あ
る
の
は
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
他
、
同
じ
く
カ
バ
ヤ
文
化
研
究
所
発
行

の
カ
バ
ヤ
・
マ
ン
ガ
ブ
ッ
ク
、
カ
バ
ヤ
・
パ
ズ
ル
え
ほ
ん
、
カ
バ
ヤ
・
人
形
え

ほ
ん
の
四
種
類
、
計
一
七
四
冊
で
あ
る
。

そ
の
内
、
読
者
欄
が
あ
る
の
は
、
カ
バ
ヤ
文
庫
と
カ
バ
ヤ
・
マ
ン
ガ
ブ
ッ
ク

の
計
一
七
二
冊
。

そ
の
一
七
二
冊
の
「
町
か
ら
村
か
ら
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
里
見
八
犬

伝
』
に
関
す
る
投
書
が
あ
る
も
の
は
、
六
冊
七
通
で
あ
っ
た
。

各
当
初
の
一
部
分
を
次
頁
に
て
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
き
た
い

２

８

。

次
の
六
冊
は
、
い
ず
れ
も
カ
バ
ヤ
・
マ
ン
ガ
ブ
ッ
ク
の
読
者
投
稿
欄
「
町
か

ら
村
か
ら
」
の
引
用
で
あ
る

２

９

。

－108－



カ
バ

ヤ
文

庫
『

里
見
八

犬
伝

』
に

関
す

る
投

書
（
「

町
か

ら
村

か
ら
」

よ
り

）
1

第

２４号
『
カ
バ
太
郎
大
あ
ば
れ
』
（
昭

和
二
八

年
一

一
月

）

僕
が
今
日
父
と
將
棋
を
し
て
い
る
と
カ
バ
ヤ
の
本
が
僕
の
所
に
つ
き

ま
し
た

（
マ
マ

）
僕
は
風
雲
源
平
合
戰
を
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

父
が
ま
あ
里
見
八
犬
伝
を
読
ん
で
み
な
さ
い
と
言
つ
た
の
で
送
つ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

四
・
五
・
六
年
生
用
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
学
の
僕
が
読
ん
で
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（

中
学
一

年
）

2

第

２８号
『
ハ
ー
モ
ニ
カ
』
こ
ぞ
う

（
昭
和
二

八
年

一
二
月

）

…
ぼ
く
は
今
ま
で
に
本
全
部
で

１０冊
に
な
り
ま
し
た
。

「
里
見
八
犬
伝
」
は
特
別
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
滝
沢
馬
琴
の
こ
と
を
な

ら
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
学
校
で
も
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
し
た
。
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中

学
一
年

）

3

第

２９号
『
ポ
ン
ち
ゃ
ん
カ
コ
ち
ゃ
ん
大
か
つ
や
く
』 （

昭
和

二
八
年

一
二

月
）

僕
は
、
里
見
八
犬
伝
と
黒
覆
面
の
騎
士
を
取
り
か
え
た
。
い
つ
も
同
じ

所
で
か
え
る
の
で
、
カ
バ
の
体
に
な
る
よ
と
わ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
へ
い
く
と
、
カ
バ
ヤ
の
券
を
も
っ
て
い
な
い
者
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
僕
の
近
所
に
も
、
六
さ
つ
も
七
さ
つ
も
も
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
お

も
し
ろ
い
な
あ
、
カ
バ
ヤ
の
本
は
、
よ
ん
だ
ら
や
め
ら
れ
な
い
。
（

六
年

）

4

第

３０号
『
カ
バ
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ラ
ち
ゃ
ん
わ
ん
ぱ
く
日
記
』 （

昭
和

二
九
年

一

月
）

今
、
僕
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
カ
バ
ヤ
文
庫
の
カ
ー
ド
を
集
め
る
の
に
競
争

し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
お
や
つ
に
な
に
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
ね
と
困

っ
て
い
る
時
に
は
す
ぐ
に
カ
バ
ヤ
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
誓
っ
て
き
め
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
点
数
を
た
め
て
い
ま
で
は
「
黒
覆
面
の
騎
士
」
と
「
剣

豪
ダ
ル
タ
ニ
ャ
ン
」
と
言
う
本
を
本
社
か
ら
も
ら
い
今
で
は
近
く
の
店
で

「
里
見
八
犬
伝
」
と
「
断
頭
台
の
司
令
官
」「
怪
人
二
面
相
」「
ニ
ル
ス
の

不
思
議
な
旅
」
等
を
か
え
て
よ
み
ま
し
た
。
近
所
の
友
達
や
ク
ラ
ス
の
も

の
が
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
ま
す
。
（

六
年
）

5

第

３９号
『
か
ん
ち
ゃ
ん
』
（

昭
和
二

九
年

三
月
）

ぼ
く
は
「
孫
悟
空
大
暴
れ
」
と
「
マ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
」
を
送
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
度
は
「
里
見
八
犬
伝
」
と
「
三
銃
士
」
と
「
宝
島
三
勇
士
」
と
送
っ

て
い
た
だ
き
み
ん
な
で
五
冊
に
な
り
ま
し
た
。
家
の
妹
や
弟
や
姉
ま
で
も

ひ
っ
ぱ
り
合
っ
て
よ
ん
で
い
ま
す
。
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お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
「
た
い
へ
ん
い
い
本
だ
。
」
と
い
っ
て
ほ
め

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
カ
バ
ヤ
」
の
本
は
よ
み
は
じ
め
る
と
お
も
し
ろ
く
て
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
「
今
度
ま
た
集
め
て
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
。
」
と
い

っ
て
い
ま
す
。
（
五

年
）

6

⑤
と
同
じ
。

僕
の
家
で
は
兄
弟
三
人
が
競
争
で
た
め
て
い
ま
す
。
僕
は
「
怪
人
二
面

相
」「
人
造
人
間
モ
ン
ス
タ
ー
」
次
の
弟
は
「
隊
長
ブ
ー
リ
バ
」「
里
見
八

犬
伝
」
下
の
弟
は
「
牛
若
姫
」
「
甘
辛
兄
弟
」
を
そ
れ
ぞ
れ
も
ら
い
ま
し

た
。
お
い
し
カ
バ
ヤ
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
し
ゃ
ぶ
り
な
が
ら
、
三
人
共
夢
中
で

読
ん
で
お
り
ま
す
。
（

中
学
二

年
）

7

第

４８号
『
珍

ア
リ
バ
バ

物
語

』
（

昭
和
二

九
年

五
月
）

僕
は
、
八
月
頃
か
ら
点
数
や
カ
ー
ド
を
た
め
ま
し
た
。
今
で
は
五
さ
つ

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
昔
の
日
本
の
お
話
が
書
い
て
あ
る
「
里

見
八
犬
伝
」
の
よ
う
な
本
が
好
き
で
す
。
家
の
者
も
そ
う
い
う
本
が
も
っ

と
沢
山
出
る
こ
と
を
き
た
い
し
て
お
り
ま
す
。
（

不
明
）

以
上
、
こ
の
投
書
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
「
小
学
校
五
年
～
中
学
校
二
年
の

男
子
生
徒
」
が
『
里
見
八
犬
伝
』
に
関
す
る
投
書
を
送
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

内
、
そ
の
実
際
の
本
の
所
蔵
者
は
「
小
学
校
五
年
～
中
学
校
一
年
の
男
子
生
徒
」

で
あ
る
。

小

学

5

年

小

学

6

年

中

学

1

年

中

学

2

年

不

明

1

人

1

人

2

人

1

人

1

人

小

学

5

年

小

学

6

年

中

学

1

年

中

学

2

年

不

明

1

人

1

人

3

人

0

人

1

人

投

稿

者

の

学

年

と

人

数

所

蔵

者

の

学

年

と

人

数

表
に
整
理
し
て
ま
と
め
る
と
、
中
学
一
年
生
の
所
蔵
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
は
、
投
書
②
に
「
滝
沢
馬
琴
の
こ
と
を
な
ら
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

学
校
で
も
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
し
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
学
校
で
習
う
こ
と
と

関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

坪
内
に
よ
れ
ば
、
カ
バ
ヤ
文
庫
は
「
最
低
の
本
で
五
万
部
、
人
気
の
あ
っ
た

本
は
五
十
万
部
も
出
た
と
言
う

３

０

。
」
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、『
里
見
八
犬
伝
』

が
ど
の
程
度
出
回
っ
た
か
を
知
る
由
は
な
い
。
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そ
の
後
、
カ
バ
ヤ
文
庫
は
マ
ン
ガ
・
ブ
ッ
ク
を
出
し
た
こ
と
で
、
子
供
の
人

気
が
マ
ン
ガ
に
移
っ
た
こ
と
と
、
学
校
や
親
か
ら
の
支
持
が
得
ら
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
で
終
焉
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た

３

１

。

坪
内
は
、「
そ
の
終
焉
の
日
付
も
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
カ
バ
ヤ
マ
ン

ガ
ブ
ッ
ク
」
が
出
は
じ
め
て
間
も
な
い
昭
和
二
十
八
年
の
終
わ
り
ご
ろ
で
あ
っ

た

３

２

。
」
と
述
べ
て
い
る
。

実
際
、
岡
山
県
立
図
書
館
の
「
カ
バ
ヤ
児
童
文
庫

書
名
リ
ス
ト

３

３

」
を

見
て
み
る
と
、
未
所
蔵
の
物
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
、
人
気
が
な
く
な
っ

て
き
た
後
半
部
分
の
作
品
と
投
書
に
よ
く
出
て
く
る
非
常
に
人
気
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
作
品
が
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

尚
、
岡
山
県
立
図
書
館
は
、
県
民
に
呼
び
か
け
て
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
収
集
、

保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

岡
山
県
立
図
書
館
に
て
未
所
蔵
の
作
品
（
第
一
巻
～
第
九
巻
中
）

・
『
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
冒
険
』
（
第
一
巻
第
一
二
号
、
昭
和
二
七
年
十
月
）

・
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』
（
第
二
巻
第
一
二
号
、
昭
和
二
八
年
一
月
）

・
『
隊
長
ブ
ー
リ
バ
』
（
第
三
巻
第
一
二
号
、
昭
和
二
八
年
四
月
）

・
『
お
お
か
み
と
子
や
ぎ
』
（
第
四
巻
第
一
号
、
昭
和
二
八
年
四
月
）

・
『
ま
ぶ
た
の
母
い
ず
こ
』
（
第
八
巻
第
八
号
、
昭
和
二
八
年
一
一
月
）

※
第
五
、
六
、
七
、
九
巻
は
全
揃
い
。

次
は
、
後
半
部
の
第
十
巻
～
第
十
三
巻
の
う
ち
、
所
蔵
し
て
い
る
も
の
を
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
各

１５冊
中
、
所
蔵
が
あ
る
冊
数
。
）

徐
々
に
減
っ
て
い
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
第
一
三
巻
に
至
っ
て
は
、

所
蔵
数
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
第
十
巻
第
二
号
『
空
と
ぶ
カ
バ
ン
』
が
発
行
さ
れ
た

の
が
、
昭
和
二
八
年
一
一
月
二
〇
日
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
坪
内
が
言
う
、「
カ

バ
ヤ
文
庫
の
終
焉
」
の
始
ま
り
と
重
な
る
。

第

十

巻

第

一

一

巻

第

一

二

巻

第

一

三

巻

1

0

冊

6

冊

1

冊

0

冊

岡

山

県

立

図

書

館

所

蔵

(

各

1

5

冊

中

)

こ
の
結
果
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
『
里
見
八
犬
伝
』
は
、
特
別
人
気
が
あ
る

わ
け
で
も
人
気
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
カ
バ
ヤ
文
庫
は
第
一
二
巻
（
全
部
で
一
五
九
号
）
ま
で
出
さ
れ
て
お

り
、
『
里
見
八
犬
伝
』
が
第
六
巻
第
二
号
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
照
ら
し
合
わ

せ
れ
ば
、
投
書
数
が
６
冊
に
７
通
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
比
較
的
人
気
が
あ
っ

た
証
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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カ
バ
ヤ
文
庫
の
日
本
の
も
の
は
、
次
の
六
作
品
。

『
た
け
と
り
物
語
』
（
第
二
号
第
一
巻
、
昭
和
二
七
年
十
月
）

『
安
寿
姫
』
（
第
三
巻
三
号
、
昭
和
二
八
年
二
月
）

『
風
雲
源
平
合
戦
』
（
第
五
巻
第
三
号
、
昭
和
二
八
年
七
月
）

『
里
見
八
犬
伝
』
（
第
六
巻
第
二
号
、
昭
和
二
八
年
四
月
）

『
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
』
（
第
九
巻
第
七
号
、
昭
和
二
八
年
八
月
）

『
耳
な
し
芳
一
』
（
第
一
一
巻
第
一
二
号
、
昭
和
二
九
年
三
月
）

投
書
を
見
た
限
り
、
日
本
の
も
の
の
中
で
は
、
男
子
生
徒
に
は
『
風
雲
源
平

合
戦
』
が
、
女
子
生
徒
に
は
『
安
寿
姫
』
の
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
の
二
つ
に
関

し
て
は
、
次
に
そ
れ
が
ほ
し
い
、
読
み
た
い
と
い
っ
た
声
も
多
か
っ
た
。

そ
こ
ま
で
の
人
気
は
見
受
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
次
に
投
書
が
多
か
っ

た
の
は
、
男
子
生
徒
に
は
『
里
見
八
犬
伝
』
、
女
子
生
徒
に
は
『
た
け
と
り
物

語
』
で
あ
る
。
あ
と
の
二
作
品
は
発
行
が
遅
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
投
書
が
少
な
か
っ
た
。

全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
『
里
見
八
犬
伝
』
は
そ
こ
ま
で
の
人
気
は
な
い
も

の
の
、
比
較
的
安
定
し
た
人
気
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
先
生
、

親
の
評
判
も
良
く
、
家
族
で
読
め
る
良
書
と
い
っ
た
印
象
も
受
け
た
。

架
蔵
本
『
里
見
八
犬
伝
』
に
は
、
こ
の
本
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

子
供
の
名
前
の
一
部
と
お
ぼ
し
き
「
に
し
お
か
じ
」
と
い
う
文
字
が
黒
の
マ
ー

カ
ー
で
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の
元
の
持
ち
主
が
、
カ
バ

ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
を
大
切
に
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

六
、

お
わ

り
に

本
稿
で
は
お
菓
子
の
お
ま
け
で
あ
る
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
の
再
話

内
容
、
挿
絵
の
特
徴
と
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
遡
及
し
て
考
察
し
た
。

そ
の
結
果
、
近
世
文
学
か
ら
近
代
児
童
書
へ
の
一
連
の
流
れ
を
知
る
一
つ
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
カ
バ
ヤ
文
庫
は
お
菓
子
の
お
ま
け
で

あ
り
な
が
ら
、
原
作
の
末
裔
と
し
て
の
そ
の
姿
を
し
っ
か
り
と
表
し
て
く
れ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
読
者
欄
か
ら
当
時
の
『
八
犬
伝
』
の
享
受
の
一
端
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
。

カ
バ
ヤ
文
庫
は
昭
和
二
〇
年
代
に
子
供
で
あ
っ
た
人
々
に
楽
し
み
を
与
え

た
の
み
な
ら
ず
、
『
八
犬
伝
』
受
容
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
貴
重
な
情
報

を
与
え
て
く
れ
た
。

今
回
の
研
究
を
終
え
て
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
は
、
近
世
期
の
草
双
紙
に
し

て
も
、
近
代
の
児
童
向
け
『
八
犬
伝
』
に
し
て
も
、
『
八
犬
伝
』
の
子
孫
た
ち

に
は
、
原
作
と
変
わ
ら
ず
人
々
を
魅
了
す
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
引
き
続
き
、
カ
バ
ヤ
文
庫
以
外
の
近
代
児
童
向
け
『
八
犬
伝
』
の
特

徴
、
典
拠
を
見
て
い
く
と
共
に
、
『
八
犬
伝
』
が
支
持
さ
れ
る
そ
の
理
由
に
つ

い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

付
記引
用
の
際
、
圏
点
や
ル
ビ
を
適
宜
省
略
し
た
。
傍
線
、

[
…
]
（
省
略
）
は
全
て

引
用
者
に
よ
る
。

本
稿
の
図
版
掲
載
に
当
た
っ
て
、
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
・
人

間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
・
八
戸
市
立
図
書
館
・
サ
イ
ト
「
浮
世
絵
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ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
」
管
理
人
様
よ
り
ご
所
蔵
の
資
料
の
掲
載
許
可
を
頂
き
ま
し
た
。
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
論
者
は
こ
れ
ま
で
専
ら
近
代
文
学
の
研
究
を
し
て
き
た
の
で
、
近
世

資
料
の
取
り
扱
い
に
思
わ
ぬ
不
備
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
誤
り
、
未
見
の
資
料

等
に
つ
い
て
は
広
く
ご
教
示
頂
き
た
い
と
思
う
。

注１

岡
長
平
『
カ
バ
ヤ
文
庫
覚
え
書
き
』
（
私
家
版
、
平
成
二
一
年
八
月
、
一
頁
）
に

よ
る
と
、
第
一
巻
の
一
二
冊
は
「
カ
バ
ヤ
児
童
文
庫
」
と
表
示
が
あ
り
、
第
二
巻

以
降
は
「
児
童
文
庫
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
本
稿
で
は
通
称
名
で
あ
る

「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
を
用
い
た
。

２

坪
内
稔
典
の
類
推
数
。

坪
内
稔
典
『
カ
バ
ヤ
文
庫
の
時
代
』
坪
内
稔
典
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
１
巻
、
沖
積

舎
、
平
成
二
三
年
十
月
、
七
〇
頁

３

坪
内
稔
典
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
（
高
橋
洋
二
編
『
お
ま
け
と
ふ
ろ
く
大
図
鑑

子

ど
も
の
昭
和
史
』
別
冊
太
陽
、
平
凡
社
、
平
成
一
一
年
二
月
、
四
六
頁
）

４

以
下
、
カ
バ
ヤ
文
庫
か
ら
の
引
用
は
、
末
尾
に
頁
数
の
み
記
す
。

５

坪
内
稔
典
『
お
ま
け
の
名
作

カ
バ
ヤ
文
庫
物
語
』
（
い
ん
て
る
社
、
昭
和
五

九
年
十
月
、
後
に
『
カ
バ
ヤ
文
庫
の
時
代
』
坪
内
稔
典
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
１
巻
、

沖
積
舎
、
平
成
二
三
年
十
月
に
収
録
。
）
が
出
版
さ
れ
た
後
に
、
岡
山
県
立
図
書
館

は
カ
バ
ヤ
文
庫
の
収
集
を
始
め
て
い
る
。

坪
内
『
お
ま
け
の
名
作

カ
バ
ヤ
文
庫
物
語
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
は
、
カ
バ
ヤ

文
庫
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
様
子
が
伺
え
る
。

６

則
枝
広
之
『
文
庫
び
っ
く
り
箱
』
青
弓
社
、
平
成
一
三
年
九
月
、
五
七
、
五
八

頁７

坪
内
稔
典
『
カ
バ
ヤ
文
庫
の
時
代
』
坪
内
稔
典
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
１
巻
、
沖
積

舎
、
平
成
二
三
年
十
月
、
三
七
頁

８

坪
内
は
『
シ
ン
デ
レ
ラ
ひ
め
』
の
「
は
し
が
き
」
（
伊
吹
武
彦
、
京
都
大
学
教

授
）
の
「
二
千
万
の
日
本
の
少
年
少
女
」
と
か
、「
学
校
の
先
生
が
た
に
も
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
が
た
に
も
、
き
っ
と
ご
推
賞

（

マ

マ

）

を
受
け
る
よ
い
読
み
も
の
」

と
い
う
語
が
製
作
者
の
意
向
と
合
う
こ
と
、
ま
た
編
集
者
の
書
い
た
あ
と
が
き
に

あ
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
二
千
万
人
の
子
供
さ
ん
」
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
「
二
千
万
児
童
に
珠
玉
の
よ
う
な
名
作
を
」
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
（
注
２
前

掲
、
三
七
、
三
八
頁
）
を
指
摘
し
て
い
る
。

９

前
掲
注
２
、
一
七
頁

１

０

原
敏
「
無
名
作
家
の
名
作
」（
高
橋
洋
二
編
『
お
ま
け
と
ふ
ろ
く
大
図
鑑

子

ど
も
の
昭
和
史
』
別
冊
太
陽
、
平
凡
社
、
平
成
一
一
年
二
月
、
五
〇
頁
）

尚
、
カ
バ
ヤ
文
庫
の
作
者
の
中
に
は
後
日
プ
ロ
の
作
家
に
な
っ
た
も
の
も
い
る
と

い
う
。

１

１

前
掲
注

１０、
同
頁

１

２

前
掲
注

１０、
同
頁

１

３

前
掲
注
２
、
一
七
頁

１

４

前
掲
注
２
、
一
七
頁

１

５

岡
長
平
『
カ
バ
ヤ
児
童
文
庫
と
世
界
の
名
作
児
童
文
学
』
私
家
版
、
平
成
二

二
年
二
月
、
は
じ
め
に

１

６

「
岩
波
書
店
(
I
w
a
n
a
m
i

S
h
o
t
e
n
)
／
岩
波
少
年
文
庫
(
I
w
a
n
a
m
i

S
h
o
n
e
n

b
u
n
k
o
)
1
9
5
0
‐
」

（
h
t
t
p
:
/
/
h
o
m
e
p
a
g
e
1
.
n
i
f
t
y
.
c
o
m
/
t
a
/
0
a
/
i
w
a
n
a
m
i
/
s
h
o
n
e
n
.
h
t
m

2
0
1
3
.
1
0
.
1
4

初
回
ア
ク
セ
ス
）

１

７

以
下
、
加
藤
武

雄
『
里
見
八

犬
傳
』
か
ら
の
引
用
は
、
末
尾
に
頁
数
の
み
記
す
。

１

８

所
蔵
が

確
認
で
き
る
も
の
に
関
し
て
は
、
大

方
確
認
を
し
た
。

以
下
、
未
見
の
も
の
を
記
す
。

吉
田
助

治
編
『

里
見
八

犬
傳
』
上
巻
、
児
童
図
書
館
叢
書
第

３４篇
、
玉
川
学

園
、
昭
和
二
年

国
立
国

会
図
書
館
の
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
国
立

国
会
図
書
館

関
西
館
に
所

蔵
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現

在
は
紛
失
中
と
の
こ
と
で
、
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
。

１

９

以
下
、
藤
川
淡

水
『
お
伽
八

犬
傳
』
か
ら
の
引
用
は
、
末
尾
に
頁
数
の
み
記
す

２

０

前
掲
注

１０、
同
頁

２

１

佐
藤
至
子
「
『

雪
梅
芳

譚
犬
の
草

紙
』
と
『
仮
名
読
八
犬
伝
』
」
（
諏
訪

治
夫

・
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高
田
衛
『
復
興
す
る
八
犬
伝
』
勉
誠
出
版
、
平
成
二
〇
年
二
月
、
四
一
八
頁
）

２

２

サ
イ
ト
「
浮
世
絵
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
」
内
、
「
八
犬
伝

伏
姫
」

（
h
t
t
p
:
/
/
u
k
i
y
o
e
.
w
a
f
u
s
o
z
a
i
.
c
o
m
/
a
r
c
h
i
v
e
s
/
2
0
/
1
0
2
0
1
3
.
1
0
.
3
0
初
回

ア
ク
セ
ス
）

２

３

服
部
仁
解
説
「
２

�
義
の
巻

錦
絵
「
犬
の
草
紙
」
に
み
る
八
犬
伝
の
登
場

人
物
た
ち

�
」（
千
葉
市
美
術
館
編
『
八
犬
伝
の
世
界
』
平
成
二
〇
年
）
内
、「

２８

大
錦
絵

八
け
ん
伝

犬
の
草
紙
之
内
（
目
録
）
」
（
四
四
頁
）

２

４

岩
田
秀
行
、
小
池
章
太
郎
「
役
者
絵
を
読
む
」（
（
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文

学
科
報
』
第
２
３
号
、
平
成
七
年
三
月
、
八
六
、
八
七
頁
）

２

５

千
葉
市
美
術
館

田
辺
昌
子
解
説
「
１

�
仁
の
巻
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の

誕
生
と
曲
亭
馬
琴
」
（
千
葉
市
美
術
館
編
『
八
犬
伝
の
世
界
』
平
成
二
〇
年
）
内
、

「

１９

�
１
笠
亭
仙
果
作

三
代
目
歌
川
豊
国
等
画
『
雪
梅
芳
譚

犬
の
草
紙
』
」

（
三
四
頁
）
参
照
。

他
、
こ
の
二
作
が
『
八
犬
伝
』
の
普
及
に
貢
献
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
向
井
信

夫
『
江
戸
文
芸
叢
話
』
八
木
書
店
、
平
成
七
年
や
、
林
美
一
『
秘
坂
・
八
犬
伝
』

緑
園
書
房
、
昭
和
四
〇
年
が
あ
る
。

２

６

前
掲
注

１９、
四
一
九
頁
、
注

１０

２

７

デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百
科
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」

(
h
t
t
p
:
/
/
d
i
g
i
o
k
a
.
l
i
b
n
e
t
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
f
o
l
l
i
s
t
-
j
p
/
k
y
o
/
M
2
0
0
4
0
7
0

1
1
2
1
5
3
1
1
0
0
0
0
2
0
1
3
.
1
0
.
1
4
初
回
ア
ク
セ
ス
、
1
0
/
1
9
,
2
0
,
2
6
ア
ク
セ
ス
）

２

８

引
用
に
際
し
、
住
所
、
学
校
名
、
名
前
は
省
略
し
た
。
投
書
内
容
の
一
部
分

及
び
学
年
の
み
載
せ
た
。
学
年
は
引
用
の
最
後
に
括
弧
書
き
で
記
し
た
。

２

９

引
用
に
際
し
、
カ
バ
ヤ
・
マ
ン

ガ
ブ
ッ
ク
は
省
略
し
、
号
数
以
下
を
記
載
し

た
。

３

０

前
掲
注
２
、
一
五
頁

３

１

前
掲
注
２
、
六
九
、
七
〇
頁

３

２

前
掲
注
２
、
七
〇
頁

３

３

「
カ
バ
ヤ
児
童
文
庫

書
名
リ
ス
ト
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
i
b
n
e
t
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
n
e
w
s
/
h
2
4
/
b
o
o
k
l
i
s
t
/
n
e
w
s
1
1
2
8
-

l
i
s
t
.
h
t
m
2
0
1
3
.
1
0
.
1
4
初
回
ア
ク
セ
ス
）
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「
お
菓
子
の
お
ま
け
 
カ
バ
ヤ
文
庫
『
里
見
八
犬
伝
』
―
典
拠
は
何
か
―
」
（
『
研
究
と
資
料
』
第
七
十
輯
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）

 

  

《
正
誤
表
》
 

  
 

    

        

 《
補
足
》
 

『
八
犬
傳
伏
姫
』
の
表
紙
の
絵
は
土
屋
光
逸
が
描
い
て
い
る
が
、
本
文
中
の
挿
絵
は
全
て
山
本
研
山
が
描
い
て
い
る
。
 

Ｐ

105・
上
段
・

14行
目
で
は
本
文
中
の
挿
絵
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
山
本
研
山
と
す
べ
き
で
あ
り
、
論
述
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
 

Ｐ

105

 

Ｐ

105

 

Ｐ

104

 

Ｐ

104

 

頁
 

上
段

16‐

17行
目

 

 
 
 
↓

 

上
段

10行
目
の
後

 

上
段

14行
目

 

※
《
補
足
》
参
照

 

下
段

3行
目

 

 

下
段

2行
目

 

 

段
行
数
等
 

上
段

16‐
17行

目
の
全
文
 

 
土
屋
光
逸

 

 
土
屋
光
逸
 

 
土
屋
光
逸
の
絵
 

誤
 

上
段

10行
目
の
後
に
移
動

 

 

山
本
研
山

 

 
両
者

 

 

土
屋
光
逸
（
表
紙
）
、
山
本
研
山
（
本
文
中
）

の
絵
 

正
 




